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学内LANにて、施設関係情報を集約・公開。

掲載されている施設情報は、建物の基本データ、図面、修繕履歴、スペースの利用状況、
施設の現況写真、各種報告書等。
汎用ソフト（エクセル）で構成されているので、操作方法を覚える必要がなく、使いやすい。

取組のポイント

毎年度、プロジェクトを実施することによって、施設マネジメントの取組が着実に進められている。

プロジェクトは、年度末に報告書を作成する。その際、プロジェクトに関わった職員名を全て掲載して
いる。これにより、施設職員のモチベーションの向上が図られている。

◆ 毎年度テーマを決めて各種プロジェクトを実施

１．施設カルテプロジェクト

図面データ 修繕履歴 各種報告書

団地の画像をクリック

建物をクリック

①トップページ

②団地配置図

③建物概要データ

【学内LANに公開したことによるメリット】
学生教職員に対する施設業務の周知
学内教職員に対する資料提供の手間の省略
施設担当職員の資料管理の効率化

事例５

徳島大学

・施設マネジメント全般にわたる特徴的な取組事例
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２．緑の計画プロジェクト

３．バリアフリープロジェクト

キャンパス内の樹木等の状況を全て把握し、今後の維持管理やキャンパス
の緑化計画の指標となる資料を作成。
樹木等の育成状況を施設担当職員が現地調査し、樹木のデータ（種類、寸
法、配置等）と現況写真をとりまとめ、現況の考察が行われている。

バリアフリーに関する現状調査を行い、その実情を把握するとともに、今
後の改修計画の指標となる資料を作成。
バリアフリーマップと調査報告書は、学内LANから閲覧できる。

バリアフリーマップには、エレベーターやトイレ、スロープ等の身障者対応
設備の設置状況が表示されている。

様々な省エネの手法のうち大学に最適な手法を選択し検証。
試算した省エネ効果をもとに省エネ改修の計画を立てるのに役立つ。
公表することで学内の省エネ活動への取組への理解が深まる。

４．エコプロジェクト

（平成21年度プロジェクト）

各
手
法
の
概
要

１．採用の可否
２．ＣＯ2削減予想量

３．光熱費削減予想量
４．イニシャルコスト

各手法ごとに試算

試算データ集計表
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◆ 学生、教職員共同での施設整備を推進

キャンパスの将来計画案を考案するグループに、学生や教員を取り込み、魅力あるキャンパス計画を
目指している。

取組のポイント 学生の意見を反映させるためのアンケートや、学生主体の実験を経て作成された
プランで現在整備が進められており、また更なる計画の検討も進められている。
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◆ 施設マネジメントに関するQ＆Aを作成

施設マネジメント部の業務をQ&A形式でまとめた冊子を作成し、毎年度更新している。

取組のポイント 学内に対しての業務の説明資料であるが、これを毎年作成することによって
学内からの理解を得られているとともに、施設担当職員の業務理解が深まり、
研修効果が顕れていることも大きな成果となっている。
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 各国立大学法人等におかれましては、施設マネジメントを検討する際に、本報告書

を参考としてご使用下さい。 
 本報告書は複写によりご利用いただけます。 
 なお、お問い合わせは、担当までお願いいたします。 
 
 （担当） 
 文部科学省大臣官房文教施設企画部参事官（技術担当）付 
 〒１００－８９５９ 東京都千代田区霞が関３丁目２番２号 
 ＴＥＬ：０３－５２５３－４１１１ （内線 ２５５０） 
 ＦＡＸ：０３－６７３４－３６９５ 




